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【要約】  
簡易型栄養計算・栄養評価ソフト TONCHAN（ソフト名は、Total Nutrition Check & 
Assessment Network Node と称する）を試作した。本ソフトは Microsoft 社の Excel
上で動作する。栄養計算部は、これにより栄養に計算に集中し思考を妨げないで仕事が
進められる Work Media を目指している。特徴して、 (1)Open Ended で容易な拡張性、
(2)Event 駆動型を取り入れた自然な使用感、(3)日本食品標準成分表の食品検索の高いヒ
ット率、(4)料理の日数制限の実質的な撤廃が挙げられる。栄養評価部の特徴としては 、
(5) Excel の 1 セル内に結果を表示する極めてコンパクトな表示、(6) 栄養評価への身長
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ットワーク機能は乏しい。  
なお本稿の内容の一部については、既に筆者が学会で口頭発表 1) している。  
 
2. 栄養計算部の設計コンセプト及び実装の特長  
栄養計算・栄養評価ソフトに付与した機能や実装について、まず栄養計算部の側の特
長を示す。  
2.1. Excel ベースで Open Ended な拡張性  
栄養計算は結果を単に印刷する場合もあれば、さらに加工することもある。そこで、
献立データを誰にでも交換し、更に自分なりに加工できることが望まれる。Excel ユー
ザーはオフィスでは比率が高い。それゆえ Excel のアドインとし Excel シートを加工で
きるようにする。また、ソフト自体は Excel マクロで開発する。追加機能を望むユーザ
ーは、自由にマクロを追加して機能強化が図れる。本ソフト自身が Open Ended な機能
強化で作られており、それらを表 1 に示す。  
表 1 本ソフト自身での Open Ended な機能追加  
追 加 機 能 例  本ソフトでの実装内容  
栄 養 評 価  日本人の食事摂取基準 2015 による評価  
検 索 語 追 加  日本食品標準成分表の食品の検索機能の大幅な強化  
ソフトウェアロボット  インターネット上のメガデータ収集  
メ イ ラ ー  自動メール発信機能（ 10 万通／ 1 日程度）  
 





2.2.1. イベントドリブン方式  





①  「食品名」欄に、レシピで普通に使用する「食材名」を入力する。  
②  入力イベントにより、ウィンドーが 2 つに分割し、新たに表示された食品検索ウィ
ンドー (左側 )には、入力した「食材名」が検索ワードとして登録してある日本食品
標準成分表の「食品名」の一覧を表示する。  
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図 .１  食品名入力画面  





図 .２  自動レイアウト設定の様子  
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表 .２  自動印刷レイアウトの項目  
項 目  内        容  
罫 線  点線⇒表範囲  実線⇒料理、食事境界  
セ ル 結 合  献立名（料理名）、食事名  
縮小全体表示  食品名  
表 示 桁 数  食品標準成分表のとおり  
列 幅  各栄養素の表示桁数を収容する最小幅  
栄 養 素 名  折り返して全体を表示  
 









（ https://cookpad.com/，平成 29 年 6 月現在）の robots メタタグは noarchive 属性の
みである。これは探索を拒否するものではなく、筆者はレシピの紹介ページで使用され
た食材名のみを探索した。それ以外、調理法や写真等、一切探索していない。約 6 千の





れている 2)。  
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表 .３  検索語データベースとヒット率 2) 
COOKPAD 食材名 (約 4 万 )による  
日本食品標準成分表記載食品の検索ヒット率  







り化  ＋  新規考案検索語  
81.01％  
 
2.4. 計算式埋め込み方式  




2.5. 制限事項の撤廃  
また栄養計算における制限を撤廃した。栄養計算では、献立 (または料理 )毎の栄養素










表 .４  Excel のバージョン毎の小計・合計等の制限  
 
栄養君 Ver8.0 本システム  SUM 関数制限  
Excel 
2010 
２～ 3 日分程度 (※筆者推定 ) 
(∑合計 30 個以内 ) 
1000 日程度  
（設計上）  
30 個以内   
Excel 
20013/2016 
20 日分程度 (※筆者推定 ) 
(∑合計 255 個以内 ) 
1000 日程度  
（設計上）  
255 個以内  
 
3. 栄養評価部の実装方針  
また栄養評価ソフトは栄養摂取基準に基づいた栄養を保持しているかを判定する。  
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3.1. 栄養評価はコンパクトにカラーバンド表示  
 
図３  カラーバンド表示（通常の縦表示を横表示にしてある）  
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図５  「栄養君」による男性の食事摂取基準量（エネルギーとタンパク質）  
 
図６  「栄養君」による女性の食事摂取基準量（エネルギーとタンパク質）  
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表 ３  各種計算法による食事摂取基準量計算手順  
NO 方  式  説   明  
①   松谷法  
体重 (kg)=(身長 (cm)-100)×0.6＋ 20 
栄養素必要量＝各栄養素体重当たり必要量×体重 (kg) 
②   松谷法バイアス  
栄養素必要量＝ (摂取基準参照体位の )必要量＋  
各栄養素体重当たり必要量×0.6×(身長 -参照体位身長 )(cm) 
③   加藤法  
体重（ kg）＝（身長 (cm) -50 ）×0.5 
栄養素必要量＝各栄養素体重当たり必要量×体重 (kg) 
④   加藤法バイアス  
栄養素必要量＝ (摂取基準参照体位の )必要量＋  
各栄養素体重当たり必要量×0.5×(身長 -参照体位身長 )(cm) 
⑤   ＢＭＩ法  体重（ kg）＝ 22×身長 (m) 2 
⑥   ＢＭＩ法バイアス  
栄養素必要量＝ (摂取基準参照体位の )必要量＋  
各栄養素体重当たり必要量× 22.1×(身長 2 -参照体位身長
2 )(m) 
⑦  ※栄養研バイアス  
栄養素必要量＝ (摂取基準参照体位の )必要量＋  
各 栄 養 素 体 重 当 た り 必 要 量 × 1.75(活 動 度 ) × (0.0481 ×
0.6+0.0234)÷4.186×1000× (身長 -参照体位身長 )(m)  
※  ⑦は、国立健康・栄養研究所の基礎代謝量の推定式で、身長依存項をそのまま採用
し、体重依存項は身長 (cm)に 0.6 を掛け残し、年齢依存性項を考慮から外したもの
である。「栄養研バイアス」と記してあるが、筆者の独自の変数への割当てを行って
おり、「栄養研バイアス」との表記が適正を欠いていたらご容赦願いたい。  
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3.2.3. 身長依存計算方式の評価 
図７に男性 18～ 29 才のエネルギー及びタンパク室の必要量を示す。各計算値は食事
摂取基準と同等の丸め（四捨五入や二捨三入）してある。緑色のセルは「栄養君」での
計算値である。水色のセルは「栄養君」と同一結果となったセルである。  






図７  各種計算法に基づく男性の食事摂取基準量（エネルギーとタンパク質）  
 
図８  各種計算法に基づく女性の食事摂取基準量（エネルギーとタンパク質）  
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Ｇ (Ｆ (（ (評価対象者の身長 ) 2／ (参照体位の BMI)－ (参照体位の体重 )） ) ) 
 
ここに F(x)は、体重１ kg 当たりの栄養素必要量を元に参照体位よりどれだけ栄養素
が余計に必要かを求めることを示している。実際のＦ (x)としては、文献 3) に使用され
ている栄養素毎の体重依存性を使用している。一方Ｇ (x)は、栄養素に依存した丸めた結
果を計算すること（桁数、四捨五入や二捨三入など)を示している。  
3.3.  日本人の食事摂取基準 2015 のデータ保持  
日本人の食事摂取基準 2015 3) のデータ保持については、食事摂取基準は５年毎に改訂
されるので、メインテナンスの容易さを第一とすることとし、摂取基準をほぼそのまま
保持することにした。非表示シートに保持し非表示シート数を最小限にする意図から、
30 行 23 列を１ユニット、計 1600 行 33 列で保持している。図９に例を示す。男性の右
に女性のデータを配し 23 列で栄養素 1 つ分、ここで言う１ユニット分のデータを保持
する。  
栄養評価部の実装にあたって工数を要した箇所は、適切な場合分けに応じた食事摂取
基準データの取り出しである。年齢による場合分け（特に乳児期の 0～ 5 月、6～ 8 月、9





富山短期大学紀要第 53 巻（2017.9） 
 
- 59 -  
 
図９  食事摂取基準のデータ保持例（男性：たんぱく質）  
 
4. まとめと議論  
本稿では試作した栄養計算・ 栄養 評価ソフトについて記した。栄養計算分では、思






れば可能との感触を得た。しかし日本食品標準成分表 2010 の Excel シート化での精査
はマンパワーを要し、各種データベース維持管理の多難さを痛感させられた。試作とリ
リースの間には、データベース管理だけをとってみても大きな隔たりがあるというのが





5. 課  題  
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したものに変更する必要がある。  
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